
第９回

•線形システムの正弦波応答

•ボード線図

•正弦波応答計測によるボード線図作成



線形システムの正弦波応答

•定常状態で正弦波

•周波数は入力と同じ

•振幅と位相は、
周波数に依存

正弦波入力 出力



安定なシステムの正弦波応答(1/2)
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安定なシステムの正弦波応答(2/2)
システム：

j t cou(t) e s tjs nt iω ω= + ω=
入力：
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周波数：

振幅の比： （ゲイン）

位相の差： （位相）
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ボード線図

•求め方１：周波数伝達関数 から計算

•求め方２：正弦波応答の計測

G(j )ω

ゲイン曲線：周波数に対するゲインの変化

位相曲線：周波数に対する位相の変化

横軸： [rad/s] 縦軸： [dB]ω
10

20 log G(j )ω

横軸： [rad/s] 縦軸： 度[ ]ω G(j )∠ ω 



周波数伝達関数 によるボード線図G(j )ω



周波数伝達関数 によるボード線図G(j )ω



正弦波応答計測によるボード線図作成
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シミュレーションパラメータ(正弦波応答)

高精度
で計算

定常状態まで計算



振幅倍率と遅れ時間の決定

振幅倍率と遅れ時間を調整



拡大表示(gnuplot)による値の確認

マウス右ボタン
＋

ドラッグ

指定領域が拡大

マウス位置の値



振幅倍率と遅れ時間の測定(1５～20組)
w(角周波数) (A)振幅の倍率 (T)遅れ時間
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シミュレーションパラメータ(ボード線図)
データ数ー１



ゲイン線図の描画

GnuplotXY

変数参照

データ数ー１



ゲイン線図
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位相線図の描画

GnuplotXY

データ数ー１

変数参照



位相線図
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演習１：正弦波応答計測によるボード線図

• 一次系（係数を適当に選べ)

の正弦波応答を計測し、ボード線図を作成せよ。

• ゲイン特性と位相特性が分かるよう、正弦波の
角周波数の範囲を適当に設定すること。

• 測定したデータ（１５～２０組）を示すこと。

• 周波数伝達関数によるボード線図と概形が一致
することを確認すること。
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演習２：正弦波応答計測によるボード線図

• 二次系（係数を適当に選べ）

の正弦波応答を計測し、ボード線図を作成せよ。

• ゲイン特性と位相特性が分かるよう、正弦波の
角周波数の範囲を適当に設定すること。

• 測定したデータ(１５～２０組)を示すこと。

• 周波数伝達関数によるボード線図と概形が一致
することを確認すること。
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